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組合等ニュース
観光業界の経営革新をＩＴで！
 アイティコーディネータやまぐち協同組合

商店街活性化の直営駐車場オープン
 宇部中央銀天街協同組合

■会員紹介…山口県理容生活衛生同業組合
■全国先進組合事例

■シリーズ…中小企業組合検定試験（16年度問題と解答）

■景況動向

■施策

平成17年度連携組織強化月間
進めよう！個性と魅力の中小企業連携

季節資金（年末資金）のご案内
山口県経営金融課

平成17年度下請取引適正化推進月間
発注書　言った言わない　なくすモト

中国経済産業局
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施 　 策

　

公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小
企
業
庁
で

は
、
適
正
な
下
請
取
引
の
推
進
を
図
る
た

め
、
毎
年
11
月
を
「
下
請
取
引
適
正
化
推

進
月
間
」
と
定
め
、
様
々
な
行
事
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
趣
旨
、
内
容
等
の

周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り

下
請
取
引
適
正
化
推
進
の
た
め
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

〈
広
島
県
会
場
〉

　

日
時　

平
成
17
年
11
月
８
日
㈫

　
　
　
　

13
：
30
〜
16
：
30

　

場
所　

 

広
島
県
立
産
業
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

〈
鳥
取
県
会
場
〉

　

日
時　

平
成
17
年
11
月
15
日
㈫

　
　
　
　

13
：
30
〜
16
：
30

　

場
所　

鳥
取
県
立
県
民
文
化
会
館

〈
島
根
県
会
場
〉

　

日
時　

平
成
17
年
11
月
10
日
㈭

　
　
　
　

13
：
30
〜
16
：
30

　

場
所　

島
根
県
立
産
業
交
流
会
館

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
正
取
引
委
員
会

　
　

事
務
総
局
中
国
支
所
取
引
課

　
　

☎
０
８
２

－

２
２
８

－

１
５
０
１

　

中
国
経
済
産
業
局
産
業
部
中
小
企
業
課

　
　

☎
０
８
２

－

２
２
４

－

５
６
６
１

平
成
17
年
度
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間

発
注
書　
言
っ
た
言
わ
な
い　
な
く
す
モ
ト

中
国
経
済
産
業
局

⑵
融
資
限
度
額
：

　

ア　

会
社
及
び
個
人　

８
０
０
万
円

　

な
お
、
融
資
対
象
者
が
不
況
業

種
に
属
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
場

合
、
又
は
輸
出
関
連
中
小
企
業
者

で
あ
る
場
合
は
、
１
、
０
０
０
万
円

　

イ　

組
合　
　
　

４
、
８
０
０
万
円

　

な
お
、
転
貸
の
場
合
は
、
４
、

８
０
０
万
円
又
は
８
０
０
万
円
に

組
合
員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額

⑶
融
資
利
率
：
年
１
・
６
％

　
（
保
証
無
の
場
合
は
年
１
・
９
％
）

⑷
保
証
料
率
：
年
０
・
９
３
％

　
（
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
に
よ
り

融
資
を
受
け
る
場
合
。
な
お
、
国
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
に
該
当

す
る
場
合
は
年
０
・
６
５
％
）

⑸
償
還
期
間
：
５
か
月
以
内

⑹
償
還
方
法
：
原
則
と
し
て
一
括
償
還

⑺
保
証
人
及
び
担
保
：
取
扱
金
融
機

関
、
山
口
県
信
用
保
証
協
会
所
定
の

方
法

　
季
節
資
金
（
年
末
資
金
）
の
ご
案
内山

口
県
経
営
金
融
課

１　
目　
　
的

　

年
末
の
資
金
需
要
期
に
際
し
、
県
内

小
規
模
企
業
者
等
の
必
要
と
す
る
資
金

の
融
通
を
円
滑
に
し
て
経
営
の
安
定
を

図
る
。

２　
融
資
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
小
規
模

企
業
者
及
び
組
合

　

な
お
、
小
規
模
企
業
者
を
除
く
中
小

企
業
者
に
あ
っ
て
も
、
山
口
県
信
用
保

証
協
会
の
保
証
を
付
し
、
当
該
資
金
の

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
年
末
の
増
加
仕
入
資
金
を
必
要
と
す

る
も
の

⑵
年
末
の
諸
決
済
資
金
（
支
払
手
形
、

買
掛
金
又
は
未
払
金
の
決
済
資
金
）

を
必
要
と
す
る
も
の

⑶
年
末
ボ
ー
ナ
ス
支
給
資
金
を
必
要
と

す
る
も
の

３　
融
資
枠

　

１
５
０
億
円

４　
融
資
条
件

⑴
資
金
使
途
：
運
転
資
金

５　
取
扱
金
融
機
関

６　
申
込
先

•

取
扱
金
融
機
関

•
山
口
県
信
用
保
証
協
会

☎
０
８
３

－

９
２
１

－

３
０
９
０

７　
融
資
取
扱
期
間

　

10
月
11
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　

12
月
30
日
（
金
）
ま
で

◆
銀　
　

行
◆

山
口
銀
行
、
広
島
銀
行
、
福
岡
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
伊
予
銀
行
、
十

八
銀
行
、
親
和
銀
行
、
西
京
銀
行
、
も

み
じ
銀
行

◆
信
用
金
庫
◆

岩
国
信
用
金
庫
、
東
山
口
信
用
金
庫
、

防
府
信
用
金
庫
、
山
口
信
用
金
庫
、 

吉
南
信
用
金
庫
、
宇
部
信
用
金
庫
、 

下
関
信
用
金
庫
、
萩
信
用
金
庫
、
津
和

野
信
用
金
庫

◆
信
用
組
合
◆

山
口
県
信
用
組
合
、朝
銀
西
信
用
組
合
、

信
用
組
合
広
島
商
銀

◆
商
工
組
合
中
央
金
庫
◆

下
関
支
店
、
徳
山
支
店
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１
．
日
時
及
び
会
場

　
　

平
成
17
年
11
月
17
日
（
木
）

　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

　
　

山
口
市「
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
」

２
．
講
師

　

 

慶
応
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授　

草
野　
　

厚

３
．
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
４
７
年
生
ま
れ
。
71
年
慶
応
義
塾

大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
、
82
年
東
京
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
国
際
関
係
論
博

士
課
程
修
了
。
91
年
か
ら
慶
応
義
塾
大
学

総
合
政
策
学
部
教
授
。

４
．
対
象

　

県
内
の
労
使
関
係
者
及
び
一
般
県
民
の

方　

約
３
０
０
人

５
．
受
講
料　
無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
口
県
商
工
労
働
部
労
政
課
労
働
教
育
班

　

☎
０
８
３

－

９
３
３

－

３
２
２
０

平
成
17
年
度
山
口
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

労
働
・
経
済
講
演
会
の
ご
案
内

日
本
経
済
の
新
展
開

－

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て

－

山
口
県
商
工
労
働
部
労
政
課

「
大
規
模
小
売
業
者
に
よ
る
納
入
業
者
と
の

取
引
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
」

（
大
規
模
小
売
業
告
示
）
に
つ
い
て

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
中
国
支
所

　

公
正
取
引
委
員
会
は
，「
大
規
模
小
売
業
者
に
よ
る
納
入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
特

定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
」（
大
規
模
小
売
業
告
示
）
を
指
定
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
同
告

示
の
運
用
基
準
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
禁
止
さ
れ
る
大
規
模
小
売
業
者
の

行
為
（
全
10
項
）】

　

①
不
当
な
返
品
（
第
１
項
）

　

②
不
当
な
値
引
き
（
第
２
項
）

　

③
不
当
な
委
託
販
売
取
引
（
第
３
項
）

　

④ 

特
売
商
品
等
の
買
い
た
た
き
（
第
４

項
）

　

⑤
特
別
注
文
品
の
受
領
拒
否（
第
５
項
）

　

⑥
押
し
付
け
販
売
等
（
第
６
項
）

　

⑦ 

納
入
業
者
の
従
業
員
等
の
不
当
使
用

等
（
第
７
項
）

　

⑧ 

不
当
な
経
済
上
の
利
益
の
収
受
等（
第

８
項
）

　

⑨ 

要
求
拒
否
の
場
合
の
不
利
益
な
取
扱

い
（
第
９
項
）

　

⑩ 

公
正
取
引
委
員
会
へ
の
報
告
に
対
す

る
不
利
益
な
取
扱
い
（
第
10
項
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

公
正
取
引
委
員
会

　
　

事
務
総
局
中
国
支
所
総
務
課

　
　

☎
０
８
２

－

２
２
８

－

１
５
０
１

http://www.jftc.go.jp

大規模小売業告示の概要～規制の対象となる大規模小売業者の取引～
■大規模小売業者

　一般消費者により日常使用される商品の小売業者で、次の①又
は②のいずれかに該当するもの。
①前事業年度の売上高が100億円以上の者
②次のいずれかの店舗を有する者
・ 東京都特別区及び政令指定都市においては店舗面積が3,000㎡
以上

・その他の市町村においては店舗面積が1,500㎡以上
※ コンビニエンスストア本部等のフランチャイズチェーンの形態
をとる事業者を含む。

　大規模小売業者が販売（委託販売を含む。）する商品を納入す
る事業者。
※ その取引上の地位が当該大規模小売業者に対して劣っていない
ものと認められるものは除く。

商品の
納入■納入業者
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法
律
を
知
ら
な
い
関
係
か
ら
、
理
容
と

美
容
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
傾
向
が

見
ら
れ
、
長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上
げ

て
き
た
理
容
業
の
基
本
と
な
る
業
権
に

つ
い
て
も
、
規
制
改
革
の
波
が
押
し
寄

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

業
界
発
展
の
た
め
の
取
り
組
み

　

組
合
で
は
、「
営
業
支
援
」、「
生
活

安
定
」、「
社
会
貢
献
」
の
３
本
柱
を
軸

に
、
組
合
員
の
営
業
支
援
の
対
策
を
重

点
目
標
と
し
て
全
国
組
織
で
立
ち
上
げ

た
、「
理
容
総
合
研
究
所
」
か
ら
の
営

業
支
援
活
動
の
提
言
を
も
と
に
、
幅
広

い
分
野
の
「
営
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
や

組
合
員
の
意
識
改
革
の
為
の
研
修
会
を

開
催
し
、
組
合
員
に
「
や
る
気
」
を
喚

起
す
る
活
動
も
進
め
て
い
る
。
特
に
こ

れ
か
ら
は
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
と
し
て
、
組

合
員
店
で
の
臨
店
講
習
に
よ
り
技
術
・

接
客
・
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

店
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
活
性

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、理
容
業
の
Ｓ
マ
ー
ク「
安
全
」、

「
衛
生
」、「
親
切
」
を
掲
げ
、
お
客
様

に
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取

理
容
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　

理
容
店
は
、
昔
か
ら
「
床
屋
」、「
散

髪
屋
」
と
し
て
、
人
々
に
衛
生
的
で
快

適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。

　

風
俗
習
慣
の
変
化
か
ら
、
髪
型
に
対

す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中

で
、
美
容
院
指
向
も
進
み
、
利
用
回
数

の
低
下
、
低
料
金
・
短
時
間
が
売
り
物

の
チ
ェ
ー
ン
店
の
増
加
に
よ
る
競
争
の

激
化
な
ど
、
理
容
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
組

合
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応

す
る
為
の
様
々
な
取
り
組
み
を
指
導
・

推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
理
容
業
・
美
容
業
は
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
に
よ
っ
て
業
権
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、最
近
で
は
消
費
者
の
行
動
が
、

り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
発
表
会
、

全
国
理
容
競
技
大
会
の
山
口
県
大
会
予

選
、
新
技
術
の
講
習
会
の
開
催
、
ま
た
、

「
生
活
安
定
」
事
業
で
は
５
つ
の
共
済

事
業
の
推
進
、
さ
ら
に
、「
社
会
貢
献
」

事
業
で
は
「
こ
ど
も
と
お
年
寄
り
に
優

し
い
店
づ
く
り
」、「
訪
問
理
容
サ
ー
ビ

ス
」
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

来
年
度
よ
り
組
合
の
機
構
改
革
と
し

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
取
り
入
れ
、
現
在

の
２
７
支
部
を
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
し
、

理
事
定
数
の
削
減
と
効
率
化
を
図
り
、

組
合
運
営
体
制
と
、
財
政
の
健
全
化
を

確
か
な
技
術
で
癒
し
の
時
間
を
提
供

組
合
概
要

組
合
名　
山
口
県
理
容
生
活
衛
生

同
業
組
合

理
事
長　
武　

居　

恒　

夫

住　
所　
山
口
市
小
郡
下
郷
２
３
１
４

－

１

　

☎　
　
０
８
３

－

９
７
３

－

０
０
５
１

出
資
金　
７
、２
１
２
千
円

組
合
員
数　

１
、１
８
２
名

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

武
居
理
事
長
は
、「
理
容
業
は
消
費

者
へ
の
ヘ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
は
当
然
の
事
な
が
ら
、
今

後
と
も
癒
し
の
時
間
を
提
供
で
き
る
よ

う
技
術
の
研
鑚
と
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
体
質
造
り
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

山口県理容生活衛生同業組合
http://y-riyo.net/

特　　集金　　融会員紹介

武居理事長

「床屋発祥の地」の記念碑

ニューヘア発表会
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上之保国産材加工協同組合
　

組
合
員
が
処
理
に
苦
慮
し
て
い
た

木
く
ず
等
廃
棄
物
か
ら
、
自
然
に
優

し
い
木
質
ボ
ー
ド
化
の
研
究
開
発
↓

特
許
↓
実
証
プ
ラ
ン
ト
開
発
↓
製
品

化
↓
販
路
拡
大
へ
と
前
進
中 

。

背
景
と
目
的

　

組
合
員
で
あ
る
製
材
業
者
等
は
事

業
活
動
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
木
く
ず

等
の
廃
棄
物
の
処
理
問
題
に
苦
慮
し

て
い
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
仕
事
は

激
減
し
、
組
合
で
実
施
し
て
い
た
木

材
の
共
同
加
工
事
業
（
製
材
）
も
衰

退
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、

組
合
の
専
務
理
事
が
、
岐
阜
大
学
農

学
部
の
教
授
の
も
と
を
飛
び
込
み
で

訪
れ
、
そ
れ
が
契
機
で
共
同
研
究
開

発
が
始
ま
っ
た
。

連
携
と
新
事
業
展
開
の
内
容 

 

組
合
と
岐
阜
大
学
農
学
部
と
の
共

同
研
究
を
進
め
る
中
で
、
木
く
ず
等

に
熱
や
圧
力
、
水
蒸
気
等
の
様
々
な

熱
処
理
を
加
え
て
い
る
う
ち
に
、
偶

然
に
木
質
ボ
ー
ド
化
に
成
功
し
た
。

そ
の
原
理
の
研
究
を
更
に
推
し
進
め
、

接
着
剤
等
の
化
学
物
質
を
一
切
添
加

し
な
い
で
木
質
ボ
ー
ド
化
す
る
技
術

が
解
明
で
き
た
。
同
技
術
の
特
許
を

平
成
１
０
年
に
取
得
し
て
い
る
。
株

式
会
社
小
松
製
作
所
と
産
産
連
携
を

始
め
、
新
技
術
に
よ
る
実
証
プ
ラ
ン

ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
木
質
リ
サ

イ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
製
品
化
に
成
功
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
を
広
く
販
売
す
る

た
め
の
新
た
な
産
産
連
携
と
し
て
、

イ
ビ
デ
ン
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
株
式
会

社
、
大
成
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
等
と

販
売
代
理
店
契
約
を
締
結
し
流
通

ル
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

成　
果

　

製
品
化
さ
れ
た
木
質
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ー
ド
は
、
２
０
０
５
年
３
月
か
ら

愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
日
本
国
際
博

覧
会
会
場
の
遊
歩
道
舗
装
材
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
新
技
術

で
は
、
木
質
ボ
ー
ド
を
製
造
す
る
際

に
様
々
な
性
質
の
も
の
を
混
入
で
き
、

ま
た
様
々
な
形
に
成
形
で
き
る
た
め
、

今
後
も
多
用
途
開
発
へ
の
可
能
性
が

あ
る
。

資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

産
学
官
共
同
開
発
で
成
功

組
合
概
要

組
合
名　

 

上
之
保
国
産
材
加
工

協
同
組
合

設　
立　
昭
和
62
年
７
月

住　
所　
武
儀
郡
上
之
保
村
２
６
６
８
８

　

☎　
　
０
５
７
５

－

４
７

－

２
２
８
０

出
資
金　
５
０
０
万
円

組
合
員
数　

22
名

協同組合ラテスト
　

３
つ
の
木
材
・
樹
木
関
連
技
術
研

究
組
合
に
参
加
。
基
礎
技
術
を
学
び
、

応
用
で
も
研
究
組
合
所
属
の
大
学
教

官
等
の
指
導
を
受
け
、
木
材
分
野
の

製
品
開
発
に
取
り
組
み
、
既
に
多
数

の
ユ
ニ
ー
ク
製
品
作
り
に
成
功
し
た
。

背
景
と
目
的

　

製
品
開
発
に
は
、
組
合
員
の
み
で

は
技
術
が
不
足
し
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
得
る
た
め
外
部
と
の
交
流
・
連

携
を
志
向
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
科

学
技
術
振
興
機
構
内
の
技
術
研
究
組

合
の
存
在
を
教
え
ら
れ
、
機
能
性
木

質
新
素
材
技
術
研
究
組
合
、
樹
木
生

理
機
能
性
物
質
技
術
研
究
組
合
、
住

環
境
向
上
樹
木
成
分
利
用
技
術
研
究

組
合
に
加
入
し
た
。

連
携
と
新
事
業
展
開
の
内
容 

　

技
術
研
究
組
合
で
基
礎
技
術
を
学

び
、
こ
れ
を
ラ
テ
ス
ト
が
開
発
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
分
野
に
応
用
し
て

製
品
を
開
発
し
市
場
化
し
て
い
る
。

基
礎
技
術
の
習
得
と
、
応
用
技
術
開

発
の
両
面
で
北
見
工
大
教
授
等
、
技

術
研
究
組
合
委
員
ら
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。
一
方

技
術
研
究
組
合
側
は
、
応
用
面
に
お

け
る
ラ
テ
ス
ト
の
も
つ
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
、
開
発
製
品
の
内
容
と
市
場
の

評
価
情
報
な
ど
を
得
て
い
る
。

成　
果

　

い
ま
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
製
品
は

70
品
群
と
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
①

樹
木
生
理
機
能
の
活
用
と
し
て
、
間

伐
材
等
か
ら
抽
出
し
た
成
分
に
よ
る

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
消
臭
、
抗
菌
、

防
ダ
ニ
、
オ
イ
ル
汚
れ
洗
浄
に
役
立

つ
製
品
等
。
②
機
能
性
木
質
新
素
材

と
し
て
、
ウ
ッ
ド
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
開

発
、
現
在
電
磁
波
の
遮
蔽
材
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
③
住
環
境
等
の

改
善
と
し
て
調
湿
性
を
も
つ
資
材
の

開
発
な
ど
で
あ
る
。

国
の
研
究
機
関
と
連
携

新
製
品
を
多
数
開
発

組
合
概
要

組
合
名　

 

協
同
組
合
ラ
テ
ス
ト

設　
立　
平
成
３
年
５
月

住　
所　
和
歌
山
市
小
倉

　
　
　
　
　

４
１
１

－

33
木
工
団
地
内

　

☎　
　
０
７
３

－

４
６
５

－

３
５
１
０

出
資
金　
45
万
円

組
合
員
数　

5
名

全国先進組合事例
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TOPICS

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　
個
人
情
報
保
護
方
針

制
定　

平
成
17
年
10
月
１
日

１
．
個
人
情
報
の
取
得
に
つ
い
て

　

本
会
は
、
適
法
か
つ
公
正
な
手
段
に

よ
っ
て
、
個
人
情
報
（
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
所
属
組
合
、

役
職
、
そ
の
他
の
記
述
に
よ
り
当
該
本

人
を
識
別
で
き
る
も
の
）
を
取
得
い
た

し
ま
す
。

２
．
個
人
情
報
の
利
用
に
つ
い
て

　

本
会
は
、
本
会
の
事
業
活
動
や
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
過
程
で
収
集
し
た
個
人
情

報
を
本
会
事
業
活
動
及
び
サ
ー
ビ
ス
提

供
と
こ
れ
に
付
随
す
る
業
務
を
行
う
目

的
の
範
囲
内
で
利
用
い
た
し
ま
す
。

　

上
記
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人

の
承
諾
を
得
る
こ
と
を
前
提
と
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
収
集
し
た
個
人
情
報
の
取
扱

い
を
外
部
に
委
託
す
る
場
合
に
は
、
委

託
先
に
つ
い
て
厳
正
な
調
査
を
行
っ
た

う
え
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
の
事
故

が
発
生
し
な
い
よ
う
適
正
な
監
督
を
行

い
ま
す
。

３ 

．
個
人
情
報
の
第
三
者
提
供
に

つ
い
て

　

本
会
は
、
下
記
の
場
合
を
除
き
、
個

人
情
報
を
、
事
前
に
本
人
の
同
意
を
得

る
こ
と
な
く
、
第
三
者
に
提
供
い
た
し

ま
せ
ん
。

⑴　

法
令
に
定
め
る
場
合

⑵ 　

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保

護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
き
。

⑶ 　

公
衆
衛
生
の
向
上
又
は
児
童
の
健

全
な
育
成
の
推
進
の
た
め
に
特
に
必

要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
本
人
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
。

⑷ 　

国
の
機
関
若
し
く
は
地
方
公
共
団

体
又
は
そ
の
委
託
を
受
け
法
令
の
定

め
る
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
対
し

て
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と

に
よ
り
当
該
事
務
の
遂
行
に
支
障
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き
。

４
．
個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て

⑴ 　

本
会
は
、
個
人
情
報
の
正
確
性
を

保
ち
、
こ
れ
を
安
全
に
管
理
い
た
し

ま
す
。

⑵ 　

本
会
は
、
個
人
情
報
の
紛
失
、
破

壊
、
改
ざ
ん
及
び
漏
え
い
等
を
防
止

す
る
た
め
、
不
正
ア
ク
セ
ス
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
等
に
対
す
る
適

正
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講

じ
ま
す
。

⑶ 　

本
会
は
、個
人
情
報
を
持
ち
出
し
、

外
部
へ
送
信
す
る
等
に
よ
り
こ
れ
を

漏
え
い
さ
せ
ま
せ
ん
。

５ 
．
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・

利
用
停
止
・
消
去
等
に
つ
い
て

　

本
会
は
、
本
人
が
自
己
の
個
人
情
報

に
つ
い
て
、
開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
・

消
去
等
を
求
め
る
権
利
を
有
し
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
ら
の
要
求
が
あ

る
場
合
に
は
、
誠
実
に
対
応
い
た
し
ま

す
。

６
．
組
織
・
体
制

⑴ 　

本
会
は
、
個
人
情
報
保
護
管
理
責

任
者
を
置
く
と
と
も
に
、
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
部
門
ご
と
に
部
門
責
任

者
を
置
き
個
人
情
報
の
適
正
な
管
理

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

⑵ 　

本
会
は
、
役
職
員
に
対
し
個
人
情

報
の
保
護
及
び
適
正
な
管
理
方
法
に

つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
、
日
常
業

務
及
び
退
職
後
に
お
け
る
個
人
情
報

の
適
正
な
取
扱
い
を
徹
底
い
た
し
ま

す
。

７ 

．
個
人
情
報
保
護
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定・

実
施
・
維
持
・
改
善

　

本
会
は
、
こ
の
方
針
を
実
行
す
る
た

め
、
個
人
情
報
保
護
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
本
方
針
・
個
人
情

報
保
護
規
程
そ
の
他
の
規
程
を
含
む
。）

を
策
定
し
、
こ
れ
を
本
会
役
職
員
そ
の

他
関
係
者
に
周
知
徹
底
さ
せ
て
実
施
し
、

維
持
し
、継
続
的
に
改
善
い
た
し
ま
す
。

山
口
県
小
企
業
団
体
中
央
会　
　

会
長　

藤　

井　
　
　

寛

　

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。）
は
、
本
会
の
事
業
活
動

を
通
じ
て
得
た
個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
る
こ
と
を
社
会
的
責
務
と
認
識
し
、
以
下
の
方

針
に
基
づ
き
個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
ま
す
。
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個
人
情
報
の
利
用
に
当
た
っ
て

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

１
．
個
人
情
報
の
収
集
、
利
用
目
的

　

会
員
等
か
ら
ご
提
示
頂
ま
し
た
個
人
情

報
は
、
本
会
の
以
下
の
事
業
に
関
す
る
委

員
会
開
催
等
の
案
内
、謝
金
等
の
振
込
み
、

事
業
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
業
務
以
外
に

は
、
使
用
致
し
ま
せ
ん
。

　

本
会
の
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
目
的

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
本
会
会
員
の
管
理
（
会
員
組
合
等
の
役

員
職
員
情
報
）

○
各
種
委
員
会
、
懇
談
会
、
協
議
会
、
研

究
会
、
研
修
会
（
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
含

む
）
等
の
管
理
及
び
実
施
運
営

○
各
種
委
員
会
、
懇
談
会
、
協
議
会
、
研

究
会
、
研
修
会
（
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
含

む
）
等
の
参
加
者
・
講
師
等
の
管
理
及

び
実
施
運
営

○
各
種
補
助
事
業
等
の
実
施
及
び
管
理
運

営

○
各
種
委
託
事
業
・
受
託
事
業
等
の
実
施

及
び
管
理
運
営

○
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
・
調
査
等
に
よ
る
意

見
・
要
望
等
の
収
集
・
分
析

○
各
種
表
彰
者
の
管
理
及
び
表
彰
事
業
の

実
施
運
営

○
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
配
信

○
中
央
会
青
年
部
、
山
口
県
中
小
企
業
組

合
士
会
、
山
口
県
中
央
会
鉄
工
組
合
連

絡
協
議
会
、
山
口
県
中
央
会
流
通
関
係

組
合
連
絡
協
議
会
等
の
会
員
管
理
、
事

業
の
実
施
運
営

○
各
種
保
険
制
度
加
入
者
の
管
理

○
会
報
等
機
関
誌
（
紙
）
の
配
送
先
管
理

○
本
会
役
職
員
（
退
職
退
任
者
を
含
む
）

の
人
事
管
理

○
本
会
職
員
採
用
選
考
の
実
施

○
そ
の
他
本
会
定
款
に
定
め
る
目
的
の
範

囲
内
に
お
い
て
、
本
会
が
実
施
す
る
事

業
の
運
営
管
理

２
．
個
人
情
報
の
管
理

　

本
会
で
は
、会
員
各
位
の
個
人
情
報
は
、

適
切
、
か
つ
、
慎
重
に
管
理
し
て
お
り
ま

す
。

　

関
連
す
る
事
業
の
周
知
や
照
会
等
、
本

会
か
ら
会
員
各
位
の
個
人
情
報
（
住
所
、

氏
名
、
電
話
、
Ｆ
ａ
ｘ
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
等
）
を
頂
く
場
合
、
又
は
、
本
会

よ
り
送
信
を
す
る
場
合
に
は
、
個
人
情
報

に
関
わ
る
こ
と
は
必
要
最
低
限
に
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

３
．
個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の

提
供
に
つ
い
て

　

所
属
組
織
（
会
員
組
合
及
び
組
合
員
企

業
等
）
の
名
称
、
役
職
名
、
個
人
名
、
所

在
地
等
の
個
人
情
報
及
び
必
要
な
項
目
に

つ
い
て
、以
下
の
内
容
を
文
書
、電
子
メ
ー

ル
手
段
に
よ
り
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
会
員
名
簿
を
本
会
会
員
に
頒
布

○
本
会
役
員
名
簿
を
本
会
会
員
に
頒
布

○
各
種
委
員
会
、
協
議
会
、
研
究
会
、
研

修
会
等
名
簿
と
し
て
参
加
者
及
び
関
係

者
等
に
配
布

○
補
助
事
業
等
に
お
い
て
は
報
告
書
と
し

て
関
係
行
政
庁
等
へ
提
出

○
各
種
表
彰
者
名
簿
と
し
て
関
係
者
に
配

布
、
機
関
誌
紙
に
記
事
と
し
て
掲
載

○
中
央
会
青
年
部
、
山
口
県
中
小
企
業
組

合
士
会
、
山
口
県
中
央
会
鉄
工
組
合
連

絡
協
議
会
、
山
口
県
中
央
会
流
通
関
係

組
合
連
絡
協
議
会
等
名
簿
と
し
て
会
員

及
び
関
係
者
に
配
布

　

会
員
等
か
ら
ご
提
示
頂
き
ま
し
た
個
人

情
報
は
、
以
下
の
何
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
を
除
き
、
第
三
者
に
も
開
示
致
し
ま
せ

ん
。

　

①　

個
人
の
同
意
が
あ
る
場
合

　

② 　

個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
で
開
示
す
る
場
合

　

③ 　

法
令
な
ど
に
よ
り
要
求
さ
れ
た
場

合
４
．
ご
本
人
か
ら
の
個
人
情
報
の

開
示
・
訂
正
等
に
つ
い
て

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い
た
、
個
人
情
報
の
開
示
等
申
請

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
詳

し
く
は
下
記
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※ 

申
請
書
及
び
本
人
確
認
書
類
の
提
出
が

必
要
で
す
。（
郵
送
又
は
持
参
し
て
下

さ
い
。）

○ 

申
請
に
当
た
っ
て
は
、
申
請
書
と
申
請

手
数
料
３
０
０
円
（
利
用
目
的
及
び
開

示
の
場
合
の
み
）
を
同
封
の
う
え
、
現

金
書
留
で
送
付
し
て
下
さ
い
。（
回
答

に
は
、概
ね
２
週
間
程
度
が
必
要
で
す
。）

■ 

本
会
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
等
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　

個
人
情
報
保
護
管
理
責
任
者

事
務
局
長　

野
田　

宗
三

　
　
　

☎
０
８
３

－

９
２
２

－

２
６
０
６

　

本
会
は
、
会
員
等
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
を
社
会
的
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、個
人
情
報
保
護
方
針
及
び
個
人
情
報
保
護
規
程
に
よ
り
、

周
知
徹
底
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
と
は
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
を
さ
し
ま
す
。
ま
た
、
個
人
を
識
別
で
き
る

情
報
と
は
、
個
人
宛
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
住
所
な

ど
の
情
報
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
一
つ
又
は
複
数
の
情
報
の
組
合
せ
に
よ
り
、
個
人
を
特

定
す
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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私
た
ち
は
下
関
市
に
お
き
ま
し

て
、
異
業
種
の
５
社
が
集
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
は
、
社
会
の
、
そ
し
て
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
を
共

同
で
展
開
し
、
グ
ル
ー
プ
各
社
が

さ
ら
な
る
発
展
を
と
げ
る
こ
と
を

設
立
の
目
的
と
い
た
し
ま
す
。

設　
　
立　
平
成
17
年
８
月
４
日

住　
　
所　
下
関
市
小
月
宮
の
町
７

－

３

出
資
金　
１
０
０
万
円

組
合
員
数　
５
名

資
格
業
種　
一
般
土
木
建
築
工
事
業

下
関
夢
グ
ル
ー
プ
事
業
協
同
組
合

理
事
長

斉
藤　
昌
昭

　

地
元
で
育
ま
れ
た
農
産
物
を
家

庭
料
理
と
し
て
提
供
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
を
山
口
市
名
田
島
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
農
家
の
主
婦
７
名

で
法
人
化
し
た
企
業
組
合
で
す
。

長
年
の
夢
が
叶
い
、「
名
田
島
の

魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
憩
い
の
場

に
し
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。

設　
　
立　
平
成
17
年
８
月
5
日

住　
　
所　
山
口
市
名
田
島
３
４
３
番
地
の
２

出
資
金　
２
１
０
万
円

組
合
員
数　
7
人

企
業
組
合
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
ひ
ま
わ
り

理
事
長

山
下　
冨
子

　

小
規
模
土
木
工
事
業
者
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
共
同
受
注

事
業
に
よ
る
受
注
機
会
の
増
加
、

教
育
情
報
提
供
事
業
に
よ
る
組
合

員
の
経
営
・
技
術
の
向
上
を
目
指

し
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

設　
　
立　
平
成
17
年
７
月
12
日

住　
　
所　
宇
部
市
開
六
丁
目
２
番
10
号

出
資
金　
４
、０
０
０
万
円

組
合
員
数　
６
名

資
格
業
種　
土
木
工
事
業

山
口
土
建
協
同
組
合

理
事
長

垰
坂　
正
史

　

市
場
（
現
山
口
県
漁
協
小
野
田

共
同
販
売
所
）
を
利
用
し
て
い
た

鮮
魚
小
売
業
者
で
協
同
組
合
を
設

立
し
、
平
成
17
年
７
月
５
日
、
県

か
ら
市
場
の
卸
業
務
許
可
を
受
け

て
市
場
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
後
も
取
扱
品
目
を
増
や
し
、

魅
力
あ
る
市
場
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

設　
　
立　
平
成
17
年
７
月
1
日

住　
　
所　
山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野
田
１
９
０
０
番
地
の
１

出
資
金　
１
１
０
万
円

組
合
員
数　
14
名

資
格
業
種　
鮮
魚
小
売
業

小
野
田
鮮
魚
協
同
組
合

理
事
長

村
川　
和
彦

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
10
組
合
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
紙
面
上
の
都
合
に
よ
り
、
今
月
号
に
５
組
合
、

12
月
号
に
５
組
合
の
新
設
組
合
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
の
設
立
を
お
考
え
の
方
は
、
定
款
等
、
設

立
に
必
要
な
「
認
可
申
請
書
類
」
を
作
成
さ
れ
る
前
に
、

先
ず
は
、
中
央
会
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
中
央
会
の
指
導

員
が
懇
切
丁
寧
に
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　

☎
０
８
３

－

９
２
２

－

２
６
０
６

平
成
17
年
度

　

上
期
に
10
組
合
が
設
立

新設組合の紹介

　
「
建
設
不
況
」
と
い
う
言
葉
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
建
築
業
界
は

低
迷
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
共
同
購
入
、共
同
受
注
、

外
国
人
研
修
生
の
受
入
等
の
共
同

事
業
に
よ
り
組
合
員
の
自
主
的
な

活
動
を
促
進
し
、
か
つ
経
済
的
地

位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
し
ま
し
た
。

設　
　
立　
平
成
17
年
５
月
27
日

住　
　
所　
宇
部
市
東
新
川
町
１
番
33
号

出
資
金　
40
万
円

組
合
員
数　
４
名

資
格
業
種　
建
築
工
事
業

ジ
ェ
イ
・
ア
イ
・
シ
ー
事
業
協
同
組
合

理
事
長

小
林　
克
三
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平成16年度中小企業組合検定試験

問 題 と 解 答　⑶　組合運営
　本会では、毎年12月の第１日曜日に組合の役職員等の資質向上を図るため、中小企業組合検定試験を実施し
ております。本年度も12月４日㈰に実施いたします。試験問題の内容の周知を含め、昨年の組合運営の問題と
解答を掲載します。

第１問
　「組合財政基盤の強化策」について、解答用紙の解答欄に400字以内で述べなさい。

〔解答例〕
第１問
　協同組合の財政基盤の強化は、出資と収益の両面から行う必要がある。
　出資面については、新規組合員の加入による増資、加入金の徴収や既存組合員の増資引受けにより増強す
ることができる。組合の設備・研究開発投資計画に対応して出資の増強が計画的に行われる必要があり、特
に、既存組合員から増資の積立の実施が重要である。
　収益面については、収益の安定的確保による剰余金の資本勘定への繰入れ、出資配当の抑制による内部留
保の強化により資本を増強することができる。収益の増加のためには、収益が見込まれる経済事業の確立、
非経済事業の費用をまかなう賦課金の充実が必要となる。
　組合員の積極的な増資や事業への参加・利用を実現するためには、経済社会環境に即応し、組合員のニー
ズに基づいた事業が積極的に展開される活性的な組織活動を展開することが何よりも重要である。

第２問
　次の文章は、組合の経済事業について述べたものである。文中の の中に下記の語群の中から
最も適切な語句を選び、その記号を解答用紙の解答欄に記入しなさい。

　１ ．官公需共同受注事業で受注した工事を行う方法としては、 ① 方式と ② 方式がある。
① 方式では、組合が受注した工事の施工を担当することになった組合員が、組合の監理・監督

の下に、担当した部分を責任施工することになる。

　２ ．組合は、定款で定めている金融機関に対し、組合員の債務を保証し、委任を受けて、債権の取り立
てを代行することができる。金融機関以外の者に対して負担する組合員の事業に関する債務について
も ③ により保証できる。

　３ ．金銭消費貸借証書には ④ と ⑤ の２つがある。貸付を証拠立てるという点においては、両
者に何らの差異はないが、 ④ を作成した場合は、裁判上の証拠力が強く、また、強制執行認諾
の条項を挿入しておけば強制執行の ⑥ とすることができる。

シリーズ
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　４ ．質権とは、その目的物を ⑦ の手許に留め置き、債務が返済されない場合は、目的物を処分し
て優先返済を受ける担保権である。

　５ ．免責的債務引受は債務者に代わって ⑧ が債務を引き受け、旧債務は免責され、新債務者に債
務を履行させる契約である。免責的債務引受は旧債務者の意思に ⑨ 。

　６ ．員外利用制限の特例として、地域住民等の求めに応じて、組合が所有する体育施設等の特定の施設
を利用させる場合があるが、その際の員外利用の特例割合は ⑩ となっている。

〔語　群〕
ア．50％　　　　　イ．75％　　　　　　ウ．無 制 限　　　エ．私署証書
オ．公正証書　　　カ．任意証書　　　　キ．取立名義　　　ク．債務名義
ケ．共同施工　　　コ．分担施工　　　　サ．総合施工　　　シ．総会の承認
ス．定款の定め　　セ．反しても有効　　ソ．反しないことが要件
タ．債 権 者　　　チ．債 務 者　　　　ツ．保 証 人　　　テ．第 三 者

〔解　答〕
第２問

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

コ ケ ス オ エ ク タ テ ソ ウ

第３問
　次の文章は、組合の共同事業の運営に当たっての留意点について述べたものである。文中の
の中に下記の語群の中から最も適切な語句を選び、その記号を解答用紙の解答欄に記入しなさい。

　１．各共同事業ごとに精密な事業計画及び ① 計画を立てるようにすること。

　２ ．共同事業の運営については ② を確立するとともに、担当者の配置については ③ 主義を
とり、かつ担当者には機敏な活動ができるよう大幅な ④ を与えること。

　３ ．生産、加工、販売等の共同事業の実施に当たっては、事前に十分な ⑤ を行い、事業の
⑥ を決定すること。

　４ ．共同事業は、一部の組合員の ⑦ に偏することなく、全組合員が ⑧ に利用できるように
工夫すること。

　５．組合の事業運営は ⑨ を基準として行い、事業の ⑩ 配当制を活用すること。
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〔語　群〕
ア　合 理 性　　　イ　役　　割　　　ウ　適材適所　　　エ　利　　用
オ　利用分量　　　カ　公　　平　　　キ　簿　　価　　　ク　財　　務
ケ　効　　果　　　コ　責 任 制　　　サ　規　　模　　　シ　適時的確
ス　出 資 額　　　セ　市　　価　　　ソ　市場調査　　　タ　信用調査
チ　権　　限

〔解　答〕
第３問

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

ク コ ウ チ ソ サ エ カ セ オ

第４問
　次の１．から５．の各文章における下線部の記述が正しければ○印を、誤っていれば×印を、解答用
紙の解答欄に記入しなさい（全部に○印のみ、又は×印のみを記入した場合は、無効解答とします。）。

　１ ．小企業等経営改善資金融資（通称「マル経」）制度の融資対象となる小企業者は、常時使用する
従業員が10人以下（商業・サービス業では５人以下）の企業である。

　２ ．小規模企業者等を対象とした設備貸与制度には、リースと割賦販売の２種類の利用方法があり、
各都道府県に設置されている貸与機関から企業に対して設備が供給される。　

　３ ．民事再生法は中小企業等を主たる対象として制定された法律であるが、個人事業者には適用され
ない。

　４ ．中心市街地活性化法（正式名称は、「中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化
の一体的推進に関する法律」）においては、中心市街地活性化の基本方針は国が作成し、この基本
方針に則して都道府県が中心市街地活性化のための基本計画を作成することが定められている。

　５ ．下請代金支払遅延等防止法においては、親事業者は下請事業者から製品等を受領した日から起算
して60日の期間内で、かつ、できる限り短い期間を下請代金の支払期日と定めなければならないと
規程されている。

〔解　答〕
第４問

１． ２． ３． ４． ５．

× ○ × × ○
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第５問
　使用者がとった次の措置について、法律上正しい事項及び労務管理上好ましい事項には○印を、誤っ
ている事項及び好ましくない事項には×印を、解答用紙の解答欄に記入しなさい（全部に○印のみ、又
は×印のみを記入した場合は、無効解答とします。）。

　１ ．中途採用を行ったが、前職で労働組合活動をしていたことが分かったので、試用期間中に解雇し
た。

　２．生理休暇中の賃金は無給とするように給与規程で定めている。

　３ ．年次有給休暇を請求するときは、１週間前までに申請し、日時、利用目的、連絡先と連絡方法を
届けるよう規則を制定した。

　４ ．採用の際、労働組合には加入しないこと、労働組合活動には参加しないことを本人と約束した。

　５ ．毎月の賃金を現金で支給するよう要求されたが、当社では全員銀行振込で支給しているので、従
業員の要求を断った。

　６．当社では、時間外手当の計算に当たって、１日につき15分未満を切り捨てている。　

　７．当社では、家族手当は時間外手当の算定基礎賃金には含めていない。

　８ ．ある正社員が過去１年間にわたり休日にコンビニエンス・ストアでアルバイトしていることが分
かり、当社では就業規則で「兼業禁止」をうたっているので、その社員を解雇した。

　９ ．割増賃金について、法定休日の割増率は35％、時間外労働の割増率は25％としているが、法定休
日に時間外労働を行っても割増率は35％と定めている。

　10 ．１年間勤務していた派遣労働者が「正社員として採用してもらいたい」と申し出てきたので、派
遣会社とも話し合って正社員として雇用することにした。

〔解　答〕
第５問

１． ２． ３． ４． ５． ６． ７． ８． ９． 10．

× ○ × × × × ○ × ○ ○
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景況動向

食
料
品

○
台
風
14
号
接
近
で
２
日
間
の
開
店
休
業

状
態
で
あ
っ
た
の
が
響
い
て
い
る
。
後

半
、
平
日
・
土
日
と
も
数
字
が
伸
び
て

き
て
お
り
、
対
前
年
比
＋
５
％
程
度
に

な
る
見
込
み
。 

（
食
料
品
製
造
業
）

○
台
風
14
号
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
か

な
り
後
ま
で
尾
を
引
い
て
い
る
。

 

（
菓
子
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品

○
台
風
14
号
に
よ
り
、
５
工
場
に
お
い
て

浸
水
被
害
が
発
生
し
、
一
時
生
産
の
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

 

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

一
般
機
器

○
業
界
の
景
況
は
好
転
し
て
き
て
い
る
が
、

取
引
先
の
発
注
方
法
の
変
化
が
あ
り（
内

製
化
）
売
上
が
減
少
し
て
い
る
。
昨
年

と
同
様
に
周
辺
大
手
企
業
の
設
備
投
資

動
向
も
よ
く
、
各
社
と
も
お
お
む
ね
好

調
に
推
移
し
て
い
る
。

 

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

輸
送
機
器

○
親
企
業
の
作
業
量
減
少
に
伴
い
、
売
上

高
の
減
少
域
に
入
っ
て
き
た
。
下
期
は

こ
の
状
態
が
続
く
見
通
し
で
あ
る
。
こ

の
た
め
収
支
状
況
も
悪
化
傾
向
に
振
れ

て
き
た
。

 

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

そ
の
他
の
製
造
業

○
９
月
に
入
り
、大
変
冷
え
込
ん
だ
景
況
。

一
部
岩
国
地
区
水
害
に
係
る
復
旧
工
事

に
追
わ
れ
て
い
る
店
も
あ
る
。
10
月
に

入
り
少
し
は
好
転
す
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
。 

（
畳
製
造
業
）

月次景況調査結果
平成17年９月期

－30.8

全国
山口

－80

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10

0

㈪H16.10 11 12 H17.1 2 3 4 5 6 7 8 9

（DI）

－20.0

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 1

繊 維・ 同 製 品 1

木 材・ 木 製 品 3

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 3

鉄 鋼 ・ 金 属 5

一 般 機 器 4

輸 送 機 器 1

そ の 他 の 製 造 業 2

非
製
造
業

卸 売 業 2

小 売 業 2

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 2

建 設 業 2

運 輸 業 2

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員50名の他に、中央会が聞き取り等で集めた30組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
50
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】
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卸
売
業

○
石
油
製
品
の
コ
ス
ト
高
に
対
応
策
を
検

討
し
て
い
る
が
、
苦
慮
し
て
い
る
。

 

（
下
関
市
）

○
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
売
上
高
や
業
界
の

景
況
に
少
し
影
響
の
出
た
企
業
も
あ
っ

た
。 

（
防
府
市
）

小
売
業

○
９
月
に
入
り
、
台
風
、
選
挙
の
影
響
か

ら
か
、
入
館
客
数
、
売
上
げ
と
も
に
低

迷
し
て
い
る
。 

（
下
関
市
）

○
昨
年
は
、
相
次
ぐ
台
風
に
よ
り
悪
影
響

を
受
け
た
が
、
本
年
は
今
の
と
こ
ろ
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。 

（
山
口
市
）

○
夏
商
戦
は
、猛
暑
で
季
節
物
は
１
２
０
％

と
好
調
だ
っ
た
が
、
価
格
面
で
98
％
と

利
益
率
の
低
下
が
み
ら
れ
た
。（
山
口
市
）

○
当
組
合
創
業
の
「
エ
ー
ス
カ
ー
ド
ま
つ

り
」
を
10
／
２
ま
で
実
施
す
る
が
、
昨

年
よ
り
日
数
を
短
縮
し
短
期
間
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
が
、出
足
好
調
の
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
。 

（
山
口
市
）

商
店
街

○
撤
退
店
の
跡
に
、
新
古
品
・
古
着
屋
、

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
が
開
店
。

 

（
山
口
市
）

○
空
店
舗
対
策
の
３
号
店
目
が
、
10
月
初

旬
オ
ー
プ
ン
予
定
。
４
号
店
目
に
つ
い

て
は
、
10
／
４
入
店
希
望
者
の
審
査
が

行
わ
れ
る
。
10
／
７
〜
10
／
10
に
か
け

て
行
わ
れ
る
商
店
街
秋
の
萩
焼
ま
つ
り

の
準
備
進
行
中
。 

（
萩
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
自
動
予
約
の
た
め
微

増
。 

（
旅
館
業
）

○
こ
の
業
界
は
世
間
の
個
人
消
費
が
増
え

て
か
ら
景
況
は
好
転
す
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
営
業
を
し
て
い
る
所
は
、

好
転
し
は
じ
め
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
に

な
り
そ
う
。 

（
理
容
・
美
容
業
）

建
設
業

○
売
上
高
が
増
加
し
た
。
１
市
３
町
合
併

に
よ
り
、
旧
３
町
地
域
の
下
水
道
関
係

の
整
備
が
始
ま
っ
た
。 

（
長
門
市
）

運
輸
業

○
鉄
鋼
素
材
は
、
国
内
外
と
も
横
ば
い
。

原
油
価
格
の
上
昇
は
、
輸
送
業
に
と
っ

て
経
営
圧
迫
の
第
一
因
と
も
な
り
、
運

賃
据
置
き
の
現
状
で
は
、
苦
境
の
一
途

を
た
ど
り
危
機
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

 

（
下
松
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
客
様
の
モ
ノ
に
対
す
る
価
値
観
が

変
わ
り
、
今
ま
で
ど
お
り
の
商
売
が
出

来
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
少
子
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
る
に
あ

た
り
、
こ
う
い
っ
た
方
々
に
安
心
感
を

与
え
る
地
域
に
密
着
し
た
馴
染
み
の
お

店
と
し
て
、
経
営
者
自
ら
が
今
ま
で
に

な
い
新
し
い
視
点
で
の
モ
ノ
の
売
り
方

･

考
え
方
を
実
践
し
、
大
型
店
に
は
な

い
魅
力
を
考
え
、
伸
ば
し
、
差
別
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、ス
キ
ー

に
、
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、
釣
り
な
ど
結

構
多
趣
味
で
、
気
の
会
う
仲
間
た
ち
と

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
自
然
に
触
れ
合
う
こ
と
に

よ
り
、
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
、

何
歳
も
若
返
っ
た
気
に
な
り
ま
す
。

組
合
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

今
後
は
、
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
意
識

の
上
で
新
し
い
発
想
、
柔
軟
な
発
想
を

身
に
付
け
る
よ
う
な
取
組
み
に
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
高
齢
化
も
否
め
ま
せ
ん
。

新
し
く
若
い
組
合
員
の
加
入
を
促
進
し
、

共
同
事
業
も
活
発
化
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ど
う
ぞ
！

　

昭
和
41
年
の
組
合
設
立
か
ら
３
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
な
が
ら
、
地
域
の

お
客
様
と
共
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
来
店
い
た
だ
く
お
客
様
の

た
め
に
、
組
合
員
並
び
に
テ
ナ
ン
ト
店

が
一
丸
と
な
っ
て
〝
ベ
ス
ト
〞
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広田連絡員
（協同組合ベスト　事務局長）

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！

協同組合ベストの建物風景



16山口県の中小企業

産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 277,277 235,488 20.1 152.5 143.2 9.3 445,743 24.9 1.36 2.01

建 設 業 337,686 290,894 21.1 167.8 159.9 7.9 37,348 7.4 0.89 0.98

製 造 業 311,844 253,572 20.1 162.9 146.5 16.4 98,971 11.3 0.69 0.92

電気・ガス・熱供給・水道業 407,994 365,848 18.6 148.0 138.8 9.2 2,962 2.2 0.51 0.14

情 報 通 信 業 324,819 270,178 17.6 148.6 126.5 22.1 4,557 26.1 0.09 0.61

運 輸 業 353,262 235,398 21.3 174.7 156.1 18.6 31,593 5.3 0.67 0.53

卸 売 ・ 小 売 業 205,091 178,704 21.1 142.8 138.8 4.0 87,973 49.6 2.35 2.25

金 融 ・ 保 険 業 336,483 314,173 19.2 158.3 149.2 9.1 10,681 3.1 1.49 2.54

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成17年８月－山口県統計課

中小企業投資促進税制施策シリーズ⑥

　機械・装置その他の対象設備を導入された場合、税制の特別措置が受けられます。

■対象となる方
　青色申告書を提出する個人事業者または資本金１億円以下の中小法人等 
■対象となる設備
① 機械・装置で１台または１基の取得価額が160万円以上（リースの場合はリース費用の総額が210万円以上）
のもの

② 特定の器具・備品（電子計算機、デジタル複写機等）で１台または１基、あるいは同一種類の複数台の合
計の取得価額が120万円以上（リースの場合はリース費用の総額が160万円以上）のもの

③普通貨物自動車（車両総重量3.5トン以上）
④内航船舶（ただし取得価額の75%が対象）
※ 本税制は、取得価額が160万円以上（リースの場合はリース費用の総額が210万円以上）の機械・装置であ
れば、種類を問わず幅広く利用できます。

■措置の内容
■取得の場合
　７%の税額控除または30%の特別償却が受けられます（ただし、資本金が3千万円を超える法人の方は、
特別償却のみとなります）。

■リースの場合（④を除く）
　リース費用の総額の60%について、7%の税額控除が受けられます。

■手続きの流れ
① 確定申告書等に必要事項を記載し、特別控除や償却額の計算等に関する明細書を添付した上で最寄りの税
務署に申告します。

②取得等をした設備について、その性能、取得価額等を立証できる資料の保存が必要です。
■適用期間
　平成18年３月31日まで
■お問い合わせ
　国税庁　☎03－3581－4161　又は最寄りの税務相談室及び税務署



17 山口県の中小企業

組合等ニュース

商
店
街
活
性
化
へ

直
営
駐
車
場
オ
ー
プ
ン

 

宇
部
中
央
銀
天
街
協
同
組
合

　

去
る
９
月
30
日
、
宇
部
中
央
銀
天
街
協

同
組
合
（
吉
野
喜
代
杜
理
事
長
）
が
直
接

運
営
す
る
駐
車
場
「
ぎ
ん
て
ん
パ
ー
キ
ン

グ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
組
合
ア
ー

ケ
ー
ド
東
側
入
り
口
の
空
き
店
舗
跡
地
を

利
用
し
、
通
り
の
一
部
約
50
メ
ー
ト
ル
の

交
通
規
制
を
解
除
し
て
車
を
通
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
39
台
が
ゆ
っ
た
り
と
駐
車

で
き
、
料
金
は
30
分
50
円
と
ち
ょ
っ
と
し

た
買
い
物
に
で
も
利
用
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

吉
野
理
事
長
は
「
苦
し
い
時
に
こ
そ
の

取
り
組
み
で
あ
り
、
何
も
し
な
い
ま
ま
で

は
変
わ
っ
て
い
け
な
い
。
少
し
で
も
組
合

の
活
性
化
へ
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
き
た

い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

ぎんてんパーキング

萩
焼
ま
つ
り

３
万
４
千
人
の
人
出
で
大
盛
況

 

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

　

去
る
10
月
７
日
か
ら
10
日
に
萩
市
の
田

町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
に
て
「
萩
・
田
町

萩
焼
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
つ
り

は
、
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始

ま
っ
た
も
の
で
、今
年
で
８
回
目
と
な
る
。

萩
焼
の
即
売
会
を
は
じ
め
、
酒
蔵
の
見
学

会
や
地
酒
ま
つ
り
、
萩
の
名
産
・
物
産
展
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
開
か
れ
、
９

日
に
は
萩
ブ
ラ
ン
ド
の
〝
竹
〞
を
利
用
し

た
「
萩
・
発
見
伝
〜
わ
く
わ
く
体
験
フ
ェ

ス
タ
〜
」
も
行
わ
れ
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
で
賑
わ
っ
た
。

萩 焼 ま つ り

観
光
業
界
の

経
営
革
新
を
Ｉ
Ｔ
で
！

 
ア
イ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
や
ま
ぐ
ち
協
同
組
合

防
府
商
業
高
校

ホ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

 

天
神
町
銀
座
商
店
街
振
興
組
合

　

去
る
10
月
５
日
、
山
口
市
「
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
山
口
」
に
て
「
越
後
湯
沢

温
泉
の
Ｉ
Ｔ
で
地
域
再
生
大
作
戦
！
」
と

題
し
Ｉ
Ｔ
化
に
取
り
込
む
観
光
業
界
の
成

功
事
例
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｃ
や
ま
ぐ
ち
組
合
員
の
弘
利
氏
よ

り
県
内
観
光
業
に
つ
い
て
の
各
種
調
査
結

果
に
よ
る
講
演
、
湯
沢
温
泉
旅
館
商
業
協

同
組
合
の
富
井
理
事
長
よ
り
地
域
再
生
の

手
段
と
し
て
の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
実

務
研
究
会
の
坂
下
事
務
局
長
よ
り
Ｉ
Ｔ
Ｃ

の
立
場
か
ら
の
事
例
発
表
、
講
演
者
等
に

よ
る
観
光
業
界
活
性
化
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
利

活
用
に
つ
い
て
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
。

フリートーキング

　

防
府
商
業
高
校
の
学
生
が
職
業
体
験
及

び
商
店
街
の
活
性
化
目
的
で
、
天
神
町
銀

座
商
店
街
「
天
神
ピ
ア
」
に
９
〜
11
月
の

毎
週
木
曜
日
全
７
日
間
出
店
し
、
今
年
で

10
年
目
を
迎
え
た
。
販
売
品
は
、
高
校
生

自
ら
作
製
の
イ
ン
テ
リ
ア
商
品
、
高
校
生

自
ら
厳
選
の
日
置
農
業
高
校
・
徳
佐
高
校
・

西
市
高
校
か
ら
ベ
ー
コ
ン
・
り
ん
ご
・
ジ
ャ

ム
等
、福
の
里
企
業
組
合
か
ら
ク
ッ
キ
ー
・

そ
ば
か
り
ん
と
う
等
。
同
時
開
催
の
布
わ

ら
じ
づ
く
り
等
も
好
評
で
、
毎
回
高
校
生

の
ホ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
に
逢
い
に
来
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
い
る
。 
（
表
紙
写
真
） 防府商業高校ホットショップ



　組合に入って６

年目を迎え、事務

全般を担当してい

る上野さん。

　「一年前から週

一回、近所の人達

と文化箏を習って

います。」とのこと。

　組合のＰＲをお

願いしたところ、

「団体安全衛生生

活活動援助事業

（たんぽぽ計画）

に取り組み、経営

者・労働者向けに安全衛生教育を行っております。また、年

一回、６月の環境週間に合わせて組合員従業員約80名で団地

清掃“クリーン作戦”を実施しております。四季折々花が咲

く心安らぐ団地と安全で働きやすい快適な職場・環境づくり

を目指しています。」と笑顔で応えてくれました。
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